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1. はじめに
　ソーシャルリーディングサービスの登場により、
読んだ書籍の感想がアノテーションという形で共有
されるようになり、読書体験を通した人との交流が
活発になってきた。マンガの探索において、読者に
よって作られるアノテーションの情報は、個人の思
考が強く影響するマンガにおいて、新しく読みたい
マンガの探索などに非常に役立つと考えられる。
　本研究では、マンガのアノテーションを各サービ
スのアノテーションを作品ごとに集約し共有して利
用するための基盤システムを提案する。基盤システ
ムの実現にあたり、我々の研究室で研究してきたマ
ンガメタデータとマンガ Path 式を用いる。

2. ソーシャルリーディングとアノテーション
　現在では多種多様なソーシャルリーディングサー
ビスが存在している。書籍１冊単位でレビューを記
述するものや、書籍中のフレーズに対してコメント
を付加するもの等がある。また、マンガのためのサ
ービスとしては、コマやページ毎にコメントを付加
するものや、ページの任意の箇所に対して位置座標
を用いて吹き出しコメントや感情を示すアイコン等
を付加できるもの等がある。
　ソーシャルリーディングの利点を活かすためには
できるだけ多くのアノテーションを書籍ごとや作品
毎に集約して利用することが望ましい。しかし、現
在各サービスを横断して収集することは困難であ
る。また、集約したとしても、各サービス毎にその
特徴に応じた内容の記述になっているため、全てを
同様に扱うことが難しいという問題がある。そこで
本研究ではアノテーション共有基盤を構築する。共
有基盤構築にあたり、アノテーションは作品の構造
に基づいたものを各サービスから利用する方針を取

る。しかし、現在ディジタル環境においてマンガの
構造情報を扱う標準的な手法は確立していない。そ
こで本研究では、マンガの構造情報を記述したマン
ガメタデータとその利用を容易にするマンガ Path 
式を用いて解決を試みた。

3. マンガメタデータとマンガ Path 式
　マンガメタデータ [1][2] とはマンガに関わるメタデ
ータすべてを指す。本研究ではその中でも、各話の
タイトル、ページ、コマやセリフ、キャラクター等
について述べた構造情報を扱う。図１は本研究で用
いるマンガメタデータのモデル図である。本モデル
は、Title（作品タイトル）、Story（○○編の様な
大きな話の区切り）、Episode（１話毎の話）とい
った要素の階層構造でマンガを表現している。Title 
は Story の集合であり、 Story は Episode の集合
となっている。マンガメタデータは RDF 
(Resource Description Framework) で記述する。
　マンガ Path 式 [3] はマンガの構成要素を直観的
かつ簡潔に指し示すための Path 式である。以下に
マンガ Path 式の例を示す。
　//frame[mangaobject/character=‘清少納言’]
　この例では「清少納言」というキャラクターが出
てくるコマをすべて指定することができる。
　本研究では、マンガ Path 式を用いたマンガメタ
データ取得システム [3] を通してマンガメタデータ
とマンガ Path 式を利用する。
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4. マンガアノテーション共有基盤システム
　アノテーションの一元管理とその共有は、アノテ
ーションを RDF で記述し、マンガメタデータと組
み合わせて保存することで実現する。アノテーショ
ンを利用するサービス・ソフトウェアからは API 
を介してアノテーションの保存と取得を行う。その
際マンガ Path 式を用いることでアノテーションの
対象を一意に指定する。
　本研究ではアノテーションの一つ一つに URI を
付与するアノテーションの付加対象となるマンガに
は、コマやセリフ等といったマンガの構成要素につ
いて URI を用いて記述されたマンガメタデータを
備えておく。マンガ Path 式により一意に指定され
たマンガの構成要素の URI をアノテーションの 
URI と紐付けて、メタデータを記述する。加えて、
コメント等をアノテーションの URI と紐付けて保
存する。
　そこで、アノテーション対象を指定する方法には
マンガ Path 式を採用し、マンガメタデータの取得
とほぼ同様にしてアノテーションの取得ができる 
API を用意した。なお、取得できるアノテーション
の形式は、現在 Web サービスにおいて一般的に利
用される JSON を採用した。アノテーションの保
存も同様にこの API を通して容易に行うことが可
能である。

5. システムを利用したビューアの開発
　４章で述べた本システムを利用して図３のような 
iOS 向けビューアを開発した。このビューアではデ
ィジタルマンガを読みながらアノテーションの付加
と表示が行える他、取得したアノテーション情報を
基にしたマンガの人気箇所抽出の機能を備える。

図２　アノテーション共有基盤システムの概要図

6. 関連研究
　アノテーションに関する研究として、 EPUB を対
象にした読書情報管理システムがある [4]。本研究で
はマンガの構造記述を利用しているため、各サービ
スやソフトウェアに依存せず、アノテーションを作
品単位で共通の方法で扱える点がこれと異なる。

7. おわりに
　本研究では、マンガメタデータを用いたマンガの
アノテーション共有基盤システムを提案した。これ
により、各サービスやソフトウェアに依存せず、ア
ノテーションを作品単位で共通の方法で扱うことが
可能となった。本システムで利用するマンガメタデ
ータ記述が充実することにより、より適切な構造情
報を用いてアノテーションを行うことが可能にな
る。
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